
  

平成 26年 9月山口市長定例記者会見 

記者発表資料 

 

～山口の日本酒、湯田温泉に集結～ 

山口県下の酒蔵が一同に揃う酒まつりが湯田温泉の地で開催されます。 

このイベントは、湯田温泉を山口の食の発信拠点として盛り上げようと、湯田温

泉の飲食店・酒販店・旅館業者等の方々を中心に結成された実行委員会が企画され

ています。 

金光酒造（山頭火）、新谷酒造（わかむすめ）の山口市内２つの酒蔵をはじめ、今

や全国的に有名な「獺祭」の旭酒造や「東洋美人」の澄川酒造場など、県内最大規

模となる１８の酒蔵が出展されます。 

ネットや県内酒販店、出展酒蔵等で事前に購入できる利き酒チケットを当日受付

で｢おちょこ｣と交換すると、各蔵自慢の日本酒１銘柄の飲み比べが可能で、他にも

有料の別銘柄数種類を楽しむこともできます。（当日券として｢おちょこ｣の販売もあ

り、こちらは有料銘柄のみ試飲可能） 

また、湯田温泉の飲食店による店舗内外での特別営業が行われ、日本酒とともに

湯田温泉の魅力的な食をお楽しみいただけます。 

その他、湯田温泉のジェラート店による酒まつりコラボ商品「酒かすジェラート」

や、市内アーティストによる酒蔵の前掛けリメイク製品の販売、市内大学生が地酒

の酒かすで作りあげたかす漬けの販売など、新たな試みもございます。 

今年度は 6,000 人の集客、1000 万円の経済効果見込みを試算。今後 10,000 人を集

客できる取組へと発展させていきたいと主催者は考えています。 

 

概要 

 事業名称：第 2 回湯田温泉酒まつり 

 日時：平成 26 年 10 月 12 日 11:00～17:00 

 会場：湯田温泉街（別添資料 14 ページ） 

 主催：湯田温泉酒まつり実行委員会 

 料金：（前売り）利き酒チケット 1,500 円（2,000 枚） 

※無料試飲以外の銘柄も別途有料で試飲可能 

（当日のみ）有料銘柄試飲用おちょこ 1,000 円 

チケット販売：18 酒蔵、湯田温泉観光案内所、市内一部店舗 

 ＊チケットをお持ちでない方も入場、参加可能 

その他、湯田温泉の飲食店の店舗内外での飲食販売やイベントが開催されます。 

＊参加酒蔵については、別添資料の 8～13 ページのとおり 

件 名： 「第２回湯田温泉酒まつり」の開催について 

担当課： 経済産業部交流産業企画室 来栖・秋本（電話：083-934-2928） 
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      市長定例記者会見（9月）  

  第2回湯田温泉酒まつり（平成２６年度食と地域のブランド形成事業採択事業） 

担当課： 
 経済産業部交流産業企画室 来栖・秋本（電話：083-934-2928）  

写真：昨年度の様子 



（２）地域産品等付加価値化事業 

 市内産農林水産物等について、事業者や生産者、教
育・研究機関等の連携により、商品の改良・開発、販
路拡大や販売促進に取り組み、特定産品の付加価値
化や他のブランドとの差別化を図る具体的な事業。 

（１）食資源活用型交流創出事業 

 市内産農林水産物等やその生産現場等の拠点の活
用、あるいは観光・文化等の他分野資源と食資源の連
携により交流人口の創出につながる具体的な事業。 

  

採択事業 

 第2回湯田温泉酒まつり(（60万円） 

  １ 「食と地域のブランド形成事業」 

（３）情報発信・人材育成事業 

 市内産農林水産物等の情報発信、山口の食と農を担う人材
育成など、生産の周辺領域において食の付加価値化を推進し、
交流人口の創出、本市や地域のブランド力を高める取り組みを
支援する事業。 

  
採択事業 

  山口農業高校による「山口外郎のブランド化」（50万円） 
  西京高校による「かんぶつを使った商品開発」（50万円） 

補助率：事業費の3分の２（上限100万円）但し、人材育成分野は定額 
1 
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 ２ 事業発案までの経緯                  

全国的に日本酒の移出数量
が減少傾向にある中で、山口
県の日本酒は年々増加 

＊酒造年度 

毎年7月～6月 

山口県に観光客を呼び込む
食の強力な資源を最大限に
活用したい 

県下最大の宿泊・食の観光
地「湯田温泉」を生かし、伸ば
すイベントづくり 

「湯田温泉酒まつり」 

数値:山口県酒造組合より 
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 ３ 実行体制と今年度の事業概要 

◆実施主体：湯田温泉酒まつり実行委員会 

 実行委員長：山本和郎（「modern japanese はるさあ」 店主） 

 連絡先：083-966-0045 

◆事業概要 

 事業名称：第2回湯田温泉酒まつり 

 期日：平成26年10月12日 午前11時～午後5時 

 会場：湯田温泉地内（資料14ページ） 

 概要：県内18酒蔵の日本酒の提供及び湯田温泉の飲食店の特別店舗営業（12店舗程度）と、
 屋外テント出店（12店舗程度）、会場内での各種イベント 

 試飲：有料。詳細は4ページに記載 

 入場：どなたでも可能 
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 ４ 試飲について 

 当日は、何度でも試飲ができる銘柄（利き酒チケットお持ちの方のみ）と、１杯ごとにその場で代金を
お支払いいただいて試飲できる銘柄がございます。 

◆「利き酒チケット」 

●販売価格：１枚１，５００円 

●販売枚数：２，０００枚 

●販売場所：参加１８酒蔵、湯田温泉観光案内所、市内一部酒舗及びインターネット販売サイト「eプラス」 

各酒蔵が選んだ１種類（計１８種）のお酒
を何度でも試飲できる方 

「利き酒チケット」をお持ちの方のみ 

⇒おちょことリストバンドをお渡しします。 

 

 

 

 

１杯ごとに代金をお支払いいただいて試飲
できる方（１杯１００円～３００円程度） 

「利き酒チケット」をお持ちの方 及び 

当日１，０００円でおちょこをお求めの方 

⇒おちょこをお渡しします。 

 

 

 

1,000円
お支払い 

＊リストバンドの有無で、利き酒チケットご購入の方か否かを確認します。 

＊何度でも試飲できる銘柄と個別にお支払い頂く銘柄は異なります。 



２ 前掛けを使ったバッグなどを開発 

 実施事業者：アトリエa.p.r 

         （山口市大殿大路114-1 090-9733-9821 片山涼子氏） 

         オーダーメイド服（デザイン・制作）を中心としたブランド 

         「a piece ryoko katayama」のアトリエ。大内文化特定 

         地域内に古民家を活用して出店された。 

 内容：酒蔵等が使用する前掛けをリメイクし、バッグやがまぐち財布等を制作。祭り当日に販 

     売予定。祭り後も販売予定。 

 

5 

 ５ 今年度の市内事業者との連携による新しい取組  

１ 山口の地酒の酒かすを使ったジェラートを開発 

 実施事業者：Ｐｅｌｏ（山口市湯田温泉1-7-26  083-920-1444 竹村美栄氏） 

 内容：山口の地酒の酒かすを使用したジェラートを開発。 

     酒まつり当日販売の予定。現在使用している酒かすは 

     「わかむすめ」（新谷酒造・山口市徳地）。他の酒蔵の酒 

     かすのジェラートも調整がつけば使用する。 

     好評であれば、祭りの後も販売する予定。湯田温泉の回 

     遊スポットの一つとして、将来的にも期待。 
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 ６ 今年度の大学生との連携による新しい取組  

１ 山口の地酒の酒かすを使用した粕漬けの開発 

 実施者：Ｓｐｒｉｎｇｓ（山口大学、山口県立大学の学生で結成した湯田温泉を元気にすることを目 

             指したサークル。おもに、酒まつり実行委員会と連携して活動している。当  

             日はかす漬けの販売だけでなく、試飲の提供等祭りの運営に協力） 

 内容：山口の地酒の酒かすを使用したかす漬けを開発。 

     当日販売予定。使用する酒かすは、原田、獺祭、 

     長門峡、五橋など。 

＊ページ５、６の事業者や大学生との連携事業の酒かすや 

 前掛けの提供については、山口県酒造組合の御協力を 

 いただいています。 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｽ 
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 ７ 経済効果  

■昨年度の実績（平成２５年１０月１３日開催） 

・入場者数・・・延べ約３，０００人 【うち試飲チケット（１，５００円）入場者数：１，１００人】 

・経済効果・・・約５００万円 

  利き酒チケット販売：１６５万円【１，５００円×１，１００人】 

  飲食販売：約１２０万円【湯田温泉内の飲食店等、出店９店舗が６～１７万円程度】 

  （ひさご・まさらっぷ・大八寿司・圭介・平平・はるさあ・藤光海風堂・ナガヨシ・椹野川漁協） 

  宿泊観光関連：約２００万円【一人当たり宿泊観光客消費額５２，０００円×４０人程度】 

■今年度の目標 

・入場者数・・・延べ約６，０００人 【うち試飲チケット（１，５００円）入場者数：２，０００人】 

・経済効果・・・１，０００万円 

  利き酒チケット販売：３００万円【１，５００円×２，０００人】 

  有料試飲：１００万円【１，０００円×１，０００人】 

  飲食販売：約２４０万円【（湯田温泉内の飲食店１２店舗＋飲食テント出店１２店舗）×１０万円】 

  （＊出店店舗数は調整中） 

  宿泊観光関連：約４００万円（一人当たり宿泊観光客消費額５２，０００円×８０人程度） 
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 ８－１ 出店の18酒蔵（一覧）  

山口県内の１８酒蔵（山口県酒蔵組合加盟） 

http://y-shuzo.com/member/iwakuni.html
http://y-shuzo.com/member/shunan.html
http://y-shuzo.com/member/yamaguchi.html
http://y-shuzo.com/
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 ８－２ 山口市内の２酒蔵  

金光酒造株式会社 

創業：大正15年 

見学：可（要予約） 
主な銘柄：山頭火 

TEL:083-989-2020 

新谷酒造株式会社 

創業：昭和2年 

見学：可（要予約） 
主な銘柄：和可娘 

TEL：0835-52-0016 

http://y-shuzo.com/member/yamaguchi.html
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 ８－３ その他出店の酒蔵（岩国地区）  

旭酒造株式会社 

創業：昭和23年 

主な銘柄：獺祭 

有限会社堀江酒場 

創業：明和元年 

主な銘柄：金雀 

村重酒造株式会社 

創業：昭和34年 

主な銘柄：金冠黒松 

酒井酒造株式会社 

創業：明治4年 

主な銘柄：五橋 

八百新酒造株式会社 

創業：明治24年 

主な銘柄：雁木 

http://y-shuzo.com/member/iwakuni.html
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 ８－４ その他出店の酒蔵（徳山地区）  

株式会社はつもみぢ 

創業：文政２年 

主な銘柄：原田 

株式会社中島屋酒造場 

創業：文政6年 

主な銘柄：寿 

株式会社山縣本店 

創業：明治8年 

主な銘柄：かほり鶴 

金分銅酒造株式会社 

創業：明治32年 

主な銘柄：金分銅 

http://y-shuzo.com/member/shunan.html
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  ８－５ その他出店の酒蔵（宇部・厚狭地区）  

 

 

 

株式会社永山本家酒造場 

創業：明治21年 

主な銘柄：貴 

 

 

 

永山酒造合名会社 

創業：明治20年 

主な銘柄：山猿 
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 ８－６ その他出店の酒蔵（萩地区）  

 

 

 

株式会社澄川酒造場 

創業：大正10年 

主な銘柄：東洋美人 

 

 

 

中村酒造株式会社 

創業：明治35年 

主な銘柄：宝船 

 

 

 

八千代酒造合名会社 

創業：明治20年 

主な銘柄：八千代 

 

 

 

岩崎酒造株式会社 

創業：明治34年 

主な銘柄：長陽福娘 

 

 

 

有限会社岡崎酒造場 

創業：大正13年 

主な銘柄：長門峡 



●第2回湯田温泉酒まつり　会場図 会場：湯の町通り・温泉通り（一部）・井上公園（一部）

●日時：平成26年10月12日（日）11時～17時　　　※車両通行禁止時間帯：8時～18時／下図格子部を予定

14

県道宮野大歳線（旧９号）

市道　湯田温泉二丁目中園町線

原田酒舗 

中原中也記念館 
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